















2006）、否定的な影響を及ぼすとする報告（青戸ら 2014；西川 2019；大谷 2001；田川ら
1992）もあり、結果は必ずしも一致していないこと、②障害児（者）に対する肯定的・否
定的態度の形成には、交流経験に加えて交流の質が影響している可能性があること（河内





















　A短期大学保育科に在籍する学生 151 名（2 年生：女子 149 名、男子 2名）を対象に、













































































































































傾向（2018 年度、①コミュニケーションをとる機会：3.61 ± 0.88、②日常生活支援：3.91
± 0.87、③身体介助：3.96 ± 0.88、2019 年度、①コミュニケーションをとる機会：3.57 ± 0.83、
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　本研究では、知的障害児（者）観として①知的障害児（者）へのイメージ、②
統合教育への考え方、③知的障害児（者）への態度に着目し、交流経験および交
流の質（交流の種類）による知的障害児（者）観への影響について、2019 年度
に再度実施した調査データを分析することにより 2018 年度調査結果の再現性を
検討した。対象は、A短期大学保育科に在籍する学生である。その結果、施設
実習での交流という短い期間での関わりであっても、知的障害児（者）へのイメー
ジといった比較的容易に肯定的に変化するものがあることが明らかになった。一
方、統合教育への考え方、知的障害児（者）への態度といったように、実習での
関わりだけでは変化しにくいものもあることも同時に確認された。
